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平成 30 年度設計図（排除方式 分流）
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災害時下水直結式仮設トイレ用下水道管整備工事（その169）

青葉台中学校（青葉区青葉台二丁目25番地2）
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計画位置

横浜市立青葉台中学校

2F 体育館

砂場

ク1

鉄　　棒

ゴール

鉄
棒

ゴール

サッカーコート

用具庫

藤棚
緑地

藤棚

池

バスケット

ゴール

割込みク1

貯

更衣室

更衣室

渡
り

廊
下

器具庫

収納庫

収納庫

玄関

WC

格技場

更衣室 更衣室 教育
相談室

玄関電気

PTA

相談室

心の 西昇降口
職員室

校長室 応接室 事務室 技術員室
東昇降口

倉庫

印刷室

グラウンド

会議室

花壇

簡易に移動可

調理室視聴覚室

被服室

準備

図書室

WC

平 面 図 S=1/250

No.8 90*H178(第1種組立人孔)(地中埋設)

工事起点

No.1 20*H85（注水口）(ゴムチップ加工)

No.2 20*H88（マンホ-ルトイレ）(ゴムチップ加工)

No.3 20*H92（マンホ-ルトイレ）(ゴムチップ加工)

No.4 20*H96（マンホ-ルトイレ）(ゴムチップ加工)

No.5 20*H99（マンホ-ルトイレ）(ゴムチップ加工)

No.6 20*H102（マンホ-ルトイレ）(ゴムチップ加工)

No.7 90*H120（貯留弁付マンホール）(ゴムチップ加工)

450VU　17.5‰　0.670

450VU　17.5‰　0.831

450VU　25.0‰　0.67

450VU　25.0‰　1.502

450VU　25.0‰　1.503

450VU　25.0‰　1.504

450VU　25.0‰　0.835

450VU　0.0‰　0.67

450VU　0.0‰　1.206

250VU　9.0‰　2.37

250VU　9.0‰　6.28

No.9 90*H187(第1種組立人孔)(地中埋設)

250VU　9.0‰　15.39

No.10 90*H201(第1種組立人孔)(地中埋設)

250VU　9.0‰　34.110

No.11 90*H259(第1種組立人孔)(地中埋設)

No.12 90*H276(第1種組立人孔)(地中埋設)

No.13 90*H248(割込み第1種組立人孔)
250VU　9.0‰　20.811

250VU　100.0‰　13.712

ク1 ク1

ク1

ク1

Bor.No.12

【青葉台中学校】

A

A

割込みク1

No.1発進立坑(W1.50m*L2.00m*H3.28m)

凡　　　例

新設管きょ及び貯留弁付マンホール

新設管渠及び桝(マンホールトイレ)

貯

新設管きょ及び第1種組立人孔ク1

新設管きょ及び塩ビマンホール塩ビ

既

既

新設管きょ及び第2種組立人孔ク2

既設分流汚水管きょ及びます-人孔

既設分流雨水管きょ及びます-人孔

既設合流管きょ-人孔

既

既

既

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

軽量鋼矢板III型　H=4.00m(圧入工法)

No.1到達立坑(W2.00m*L2.00m*H2.88m)
軽量鋼矢板III型　H=3.50m(圧入工法)



縦 断 図 S=1/250
S=1/100

DL=35.00m
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計画位置

工
事起点

No.
6 2

0*H
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（マ
ンホ-ル

ト
イレ）

(ゴ
ムチッ

プ加工
)

No
.7 

90*
H12

0（
貯留弁

付マン
ホール

）(ゴ
ムチ

ップ加
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No
.8 

90*
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)(地
中
埋設)

No
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20*
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ム
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工)

No
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ム
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マ
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)

No.
1 2
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85（

注水口
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ムチ
ップ加

工)
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9 9
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187
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地中埋
設)

No.
10 

90*
H20

1(第
1種

組
立人孔

)(地
中
埋設)

No.
11 

90*
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孔)(地
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)

No.
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　EL
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0
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0
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1.
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1.
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1.
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1.
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2.
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43

2.
57

2.
60

3.083

0.490

3.685

0.586

0.000

0.000

1.494

0.001

4.980

0.244

100.0‰

φ250VU
(φ350A)

改良土基礎

全面改良土埋戻し

硬質塩化ビニル管

開削工法

1人/日

硬質塩化ビニル管(鋼管φ350A)

(鋼製さや管方式　ボーリング式　一重ケーシング式)
小口径管推進工法

-

-

-

-学校内グラウンド（スクリーニングス　t=4cm）

N値
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水
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柱
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図

深　
　

度

標　
　

高

層　
　

厚
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4

36.23 12.100.95

37.18 11.1511.15

33.58 14.752.65

33.13 15.200.45

30.88 17.452.25

50

2

50

GL-2.40

GH=48
.33m

Dep=1
7.45m

Bor.N
o.12
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2

1
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4

1
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2

2

39
0

37
5

3
00

4
01

Lタイプ(As t=5cm　RM-40 t=35cm) L=1.00m

①軽量鋼矢板I型(1段梁)　H=2.00m軽量鋼矢板I型(2段梁)　H=2.50m　 軽量鋼矢板I型(2段梁)　H=3.00m 軽量鋼矢板III型　H=3.50m

※縦断図に示す(ゴムチップ加工)箇所については調査時に申し出の
　あった処理であり、施工前に必ず学校管理者へ確認を行い、施工
　を実施すること。
※縦断図に示す(地中埋設)箇所については地表面より5cm下げた位置に
　人孔蓋を設置し、人孔を地中に設置する箇所を示す。
　なお、人孔深については-5cm計上した深さを示す。

【青葉台中学校】
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